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Purkinje1)(1845), His2)(1893), Tawara3)(1906)やKeithとFlack4)(1907)ら に よって哺乳類

の心臓刺激伝導系の存在が明らかにされて以来,そ の形態学的研究に関しては多数の報告がある.し

かし,刺 激伝導系の末梢枝であるPurkinje線 維 の心室内の分布状態を,形 態学的に検索 した研究は意

外 と少ない.

井 上5)(1977)はOtsukaとHaraに よ るPAS変 法6)を用 いて各種哺乳類のPurkinje線 維 の心室心

内膜下における分有状態を比較解剖学的に検索 している.そ の中で死後三時間以内のヒ トの心臓を入

手出来なかったので,よ い結果 を得なかったとのべている.

そ こで我々は死後二時間 目の ヒトの心臓 を入手することが出来たのでその結果を報告す る.

OtsukaとHaraのPAS変 法 で染めた右心室の心内膜直下のPurkinje線 維 の分布 を観察 した.

まず,右 心室中隔部ではPurkinje線 維の網工は細か く,不 均一な分布 を呈 していた.す なわち,そ

の一つの網工が肉眼的に区別出来ないような細かい,密 な状態で分布す る部位 とほとん ど網工が分布

していない部位 が混在 していた.こ の ような分布状態は,右 心室の中隔部や遊離部位のいずれにおい

てもみ られた.し か し,遊 離部では網工の分布の不均一がもっとも強 く現われていた.

こ こで この ヒトのPurkinje線 維の分布状態を井上(1977)の 行 った各種哺乳類(サ ル,ウ シ,ブ

タ,ヤ ギ,イ ヌ,ウ サギ,ラ ッ ト,マ ウス)の 所見 とを比較検討す ると,こ れ等の動物の中でヒ トの

ような分布状態を呈す るものはブタだけであった.す なわち,ブ タ以外の動物では網工はブタより細

か くなく不均一 もそれほど強 くなかった.ブ タにおいてはヒ ト以上に網工の不均一が認め られた.

本 研究においてヒ トPurkinje線 維の心 内膜直下の分布状態 を検索 したが,こ の研究が今後電気生理

学的 なこの方面の研究が進め られることにより,心 臓におけ る興奮伝達の機序の解明に役立つ もの と

思われる.
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写真1　 ヒトの右心室中隔面心内膜直下に分布するPurkinje線 維.一 つの網工が肉眼的に区別できないような

細かい,密 な状態で分布する部位(A)と,ほ とんど網工が分布 していない部位(B)が 混在している.

 PAS変 法(OtsukaとHara)
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The human heart was stained by the modified PAS method (Otsuka and Hara method) and 
the distribution of Purkinje's fibers the subendocardium of the cardiac ventricle was reported. 
The Purkinje's fibers in subendocardium of the ventricular septum and the free region in 
humans are arranged as a network. On detailed investigation it was found that there were two 
areas that were mingled: One area that was macroscopically indistinguishable was found to 
have a fine and dense distribution. The other area was devoid of a distribution of the network. 
This distribution pattern resembles that of pigs but is unlike the morphology of other animals 

(monkeys, cows, goats, dogs, rabbits,rats and mice.)


